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t 動 機 戸壕内科看護婦一同

看護計画とその展開ということにつhT.当科に於いては.全員に看護日誌を用い､入院時の問題

点からくる看護計画 を立て看護にあたるのでナカi計画は立てたものの.具休的な展開というこ

とカ頓難であり､看護日凱 日 の々経垣の記録にとどま的;ちであbま+O又個 に々Qも 看評者と医晩 看護婦

と家族.看護婦同志カも それぞれの問題点に対して､問題解決にあたっているはずですが.第三者

のスタッフには通じをかったれ 記録に残 らをかったbする尊が多々あるわけです｡それでカーデ

ックス使用によれ 正 しレー問題点の把握.看護計軌 展開､統一された看護を目標に著者をと少上

げてみせLも

Ⅱ 目 標

カーデックス使用によれ 患者個々の問題を正しく把握し､計画を立て.具体的を解決方法を兄い

出し､その方法によれ スタッフの統一された正 しい.濃度の高い看護を目標としまし7㌔

Ⅲ .患者紹介

入院中の患者は大をD,1､を9.必 らす問題点を持っているはずであれ 全ての患者に密なる看護が

をされをければをbません. その意味において､患者選択には.ち上うど.その看護研究時期に

入院された患者で 異常夜までに.精神的不安感にかられた､ この慮者を取bあげてみました｡入

院時の看護日誌によれ･紹介致しま+.
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看 護 日 誌 一

戸塚内科北病棟 号
箸 山 ○ 秀 0 934角

V a 肺 炎

11血11月50日 生

受持医 小林 川口

昭和 45生 18月 8日 住所 北 安

日 時 処 置 記 録

8Lh鞄o徒歩にて入院 主 訴 胸部異常陰影

経 過 5生来貧血鼠 及び低血圧症にて､某医にて

造血軌 栄養剤の注射を受けていた｡本生6月に入

9.やヤ風邪気味にて10日間鼠 夜間に咳唄あれ

内服薬使用 していた｡その後しばらくして､集枚の

際.胸部異常陰影指摘され 精査進められて.9月7

日当院外来受信し 入院予約する｡本日まで自覚症

状なし

晃症扶 咳H 発生H 胸部痛H

体重滅少5ケ月間に5Kg.陰影指摘された鼠 神経:

過ぴんに夜9.食欲あまb夜｣ すいみん良好､タ

バコ.酒取 せ寸も

ツ反50才まで陰性にてBCO接種行っていも そ

の後不明｡

族歴 夫.子供4人 健康

霊芝慧> にて死亡
往歴 20才頃 動眼神経マヒにて半生加療

55才頃 12指腸虫症にて15日間入院

治療内容は表の通りですO

経 口_ __鼻 薬 注 軒LJ1…1一一 検 査_7_ ー処 置_

9 SLI5.OBisc1VoⅠ一6T151622ン2 オピアトn4エホチ-Jt'lA9EKO
122128 panVitan2D 5xnFuna1-Fa6Cina15J〕 12Ⅹ-pリンパ腺試験穿刺
即1uSM5.OVtamed_1n 1522気管支鏡検査x管支造影 -

dcap5Xnd_ecinaユ5.OmluSLL5.0 マネトール1A アドナ1A -5% デキ500トランサ ミン1.A C500①5%デキ207エ57ン1A檀)20'JAデキ2Dvヂソ-〟
Bit;01VOn6T5Xn ス トラーゼ5Dnlg

セルyン5呼(荏) オピアトn5:10%フエノ/'
sM5.OBa11ance末ZU'lg ル1A 50%メチロン1A CM1Pi
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Ⅳ 問題点

V 具休策 については次に示 したカーデックスを参照 して下さい｡

Ⅵ 看護の実際

病 名肺 炎の疑 h Lungen Ca l

Eレ頒 安 静 慶 日月 問 題 点 lE]月 旦 体 貸

8/x 可及的安静 8～1.PA15416′欠Z】′/ 入院時に汝.caに対する異常までの不安感があb食欲渡退し元気あ二少ません隣bのづツトの噴門caの患者が神経質咋IT増 不々安感にあそあれる様子ム部室の話題で壮Caにつ 1いて時 話々 しているのを開 く.温把行 くと ｢私は癌 ではないかー5/医師.看護婦の話し合いを設け.

日 月 '食 尊

8/x† 常 食 しら｣と泣いて看護婦に開く○ 看護方針を決めib その結果をス

I)ンパ節の鍾張を気にして癌と結 二ツフ把Vポー トする○

ぴつけているo Caである轟は絶対に患者にふせる

El月 入 浴 Ding:Lungen Caと断定 日常会話に気をつけるQ

24/ 可粥 夫のみに知らされるo近医にて 明るい話題に心がける○

加療希望される○ ) 部室の雰囲気観察 し転ベットも考
気管支鏡検査終了後結果が Caで える○医師側から患者へのオリエ

三 三 三 二 三過.不眠となる○ γテ-ジョンと看護婦の話 しがくL?遣わをレ磯 に次の事項申しあわせる○

ヨンされる○ 1‥患者に話されているDiagは肺_

泊 隈場であるo

21/a/:孤/会う看護婦に卓ある毎に癌ではを 2.牌部陰影は長期にわた9消失 し

いかと訴えて.ふとんの中にもぐ iないかもしれないが心配をho

少こんでしまう○ 5三時喋の出をh場合もある.

外泊時.近所の人が見舞に来て子 4.貧血があるから治療に時間かか

供がかわいそうに等と抗い泣いて かる○

(好きで食 かえるあで自分は窃であるという 5.貧血治療のため注射が開始され
ベやすいの いを一層強くした○ る○

でしばらく : ｢役場では癌だと皆が言っている｣ 6.気管支鏡検査は菌発見のため行
の問) と訴えて.泣い.ているoL つてレヽる

言し合いの結果以下の問題があが 7.7)ン′哨 鍾張は摸塙から来ているo

bました○ 開かれた場合は統一した答で説明

族状況-:夫健康.子供4人健康 してやる○

て学童期､済次況 :現金収入が少なく､長 : 〔caでをい事を私達も根気 よく説明する毎日でした1村人達の面会見舞から不安感をそ-そられる様を事があってはと心配しまして八坂村保健 請さんと医師を交えて話し合い俣僅婦さんに訪門してもらい御玉

期の治療費支払い困難(家.田畑.山 )があ 人と話し合ってもらう⑳ の手段
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るため㊥ 申請不可能
民の状況 :人口2.000人の小

さな村で59車扱来
Caの死亡者4-5
名程度にて患者が

caらしいという事

もっぱらの評判

患者社会環境 :̀婦人会にて.村民

とのつきあい多いb

入院後婦人会の仕与がとどこお

ろ巷に対する心配
聡廻諺に於いて教投の意見は進行

が早いから元気を内に早 く退院さ

せこ家族との生活を考えるべきで

はと受け持ち医に話される｡

本人がすぐ退院では納得できない

し又不安もつのるばかDである,

暗唱癌の診断書にて､辞表提出を
勧め実行に移 しました｡

医師.看護婦､御主人の三者で話

し合う家庭療養にふみきる巷に決

定する｡

当病院では貧血に対 して強力に治

療すれば全身状態良くなるし.そ

の後は近医にて化学療法を行えば

大丈夫である巷を二週間程度の期

間をおいて納得できる様にしむけ

る｡

主治医からのオT)エンテージョン

でCaの心配性絶対にをh事を強

調さft,貧血も改善されてきた事
を説明されて本人もいささかの不

安は或るも医師を信頼し､安心し

て退院する事に賛成した｡

Ⅶ 考 察

不安感の除去のために.全スタッフの言葉や行動に気をつけたれ 医師.看護婦の話しが.ちぐは

ぐに怒らぬ様に考慮したD.保健婦さんを通じて､村人遠からの影響が少しでも少を_く･をる様に計

らった少してみましたが.やは九 人院時の患者に比べてかますと.ベット内で.めそめそしてい

る様な蓬 もなくなD.今でbi.テVビを見に行く様を元気をとbもどL.一顔色も良く夜bました｡

この頃の患者の明るい顔をみるにつけても､ある程度の不安感の除去ができたと考えられま1.

Ⅶ ま と め

この患者の場合.こうしたから. こうたったと､壮っきb結果をつかめる問題ではあbませんが.

患者吐 常に.Caで吐ないかと思っても.それを否定 してもらいたいものであること狐 つ,くづ

く感じさせられました｡患者玖 私選の小さな努力が少しづつ､力づけにをD､私選に信頬感さえ

持っていることを.保健婦さんよD.知らされました｡ この様を.精神面での看護は.むずかしい

ものですが.内科に於V,てQi.欠く卓のでき夜hものですム この患者の問廼把握.解決という尊に

力を入れて おこなってみたEEi.看護婦の任務をつくづくと考えさせられました｡また.医師.香
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護婦の治療方針､看護方針等.話 し合いの場を持つ孝和 今まであbませんでしたが.今回この症

例を通 じて.必要をことを痛感するとともに.又､病院の中だけの看護に終ら一穴 できる限b.社

会とのつ表が少も持って保健婦等との話し合いも､私達には勉強に売りましたし､今後必要を巷と

思いますム･カーデックス使用にエD.問題把握に心がける基によれ 点者一人一人に､深い看護が

できる卓を確信しました｡

終 b
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